
　

「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」。
昭
和
31

（
１
９
５
６
）
年
度
の
『
経
済
白
書
』
序
文

に
は
、
こ
の
一
節
が
記
さ
れ
ま
し
た
。
昭

和
20
（
１
９
４
５
）
年
8

月
の
終
戦
か
ら
、

10

年
間
で
目
ま
ぐ
る
し
い
成
長
を
遂
げ
た

日
本
。
戦
後
復
興
の
終
了
を
高
ら
か
に
宣

言
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
こ
の
言
葉

は
当
時
の
流
行
語
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
30

年
代
に
入
り
高
度
経
済
成
長
期

を
迎
え
、「
ま
す
ま
す
発
展
・
成
長
し
て
い

こ
う
と
日
本
中
が
盛
り
上
が
っ
て
い
た
時

に
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は

開
催
さ
れ
ま
し
た
」
と
、
元
武
蔵
野
市
職

員
で
、
当
時
広
報
担
当
と
し
て
聖
火
の
送

迎
を
取
材
し
た
塩
原
恒
文
さ
ん
（
88

歳
）

は
振
り
返
り
ま
す
。

　

10

月
の
開
催
が
迫
っ
た
昭
和
39

年
9

月
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の
地
ギ
リ
シ
ャ
・

オ
リ
ン
ピ
ア
か
ら
運
ば
れ
た
聖
火
は
７
日

沖
縄
に
到
着
。
沖
縄
か
ら
鹿
児
島
、
宮
崎
、

北
海
道
の
３
起
点
4

コ
ー
ス
に
分
配
さ

れ
、
約
１
カ
月
を
か
け
て
全
都
道
府
県
を

巡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
武
蔵
野
市
を
通

過
す
る
の
は
、
鹿
児
島
か
ら
熊
本
な
ど
16

県
を
回
り
、
山
梨
、
神
奈
川
を
経
て
来
る

最
も
距
離
の
長
い
第
1

コ
ー
ス
。
10

月
８

日
に
三
鷹
市
か
ら
受
け
取
り
、
市
内
に
1

泊
し
、
翌
９
日
に
練
馬
区
へ
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
都
内
の
コ
ー
ス
で
聖

火
が
１
泊
す
る
の
は
、
唯
一
武
蔵
野
市
だ

け
で
し
た
。

市
を
挙
げ
て
の
聖
火
を
迎
え
る
準
備
と

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
か
ら
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
2

月
。
聖
火
リ
レ
ー
を
迎
え
る
に
あ

た
り
市
で
は
、
武
蔵
野
市
長
を
会
長
と
し

た
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
聖
火
リ

レ
ー
武
蔵
野
市
実
行
委
員
会
」
を
設
置
し

ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
に
よ
っ
て
聖
火
リ

レ
ー
走
者
の
選
定
、
聖
火
祭
の
行
事
計

画
・
準
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
都
内
で
は
東
京
都
主
導
に
よ
る

「
首
都
美
化
運
動
」
を
推
進
中
で
、
こ
れ
に

伴
い
「
首
都
美
化
デ
ー
」
な
ど
が
設
け
ら

れ
、
武
蔵
野
市
で
も
聖
火
リ
レ
ー
の
コ
ー

ス
や
市
の
中
央
玄
関
口
で
あ
る
三
鷹
駅
北

口
周
辺
を
重
点
地
域
と
し
て
、
清
掃
、
花

壇
づ
く
り
、
花
の
手
入
れ
や
雑
草
の
除
去
、

違
反
ポ
ス
タ
ー
の
撤
去
、
道
路
不
正
使
用

物
の
除
去
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
時

の
武
蔵
野
市
報
を
見
る
と
「
各
家
庭
の
お

住
ま
い
の
周
辺
も
き
れ
い
に
い
た
し
ま

し
ょ
う
」と
、
市
民
に
も
ま
ち
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
鷹
駅
北
口
広
場
や
、
聖
火
リ

レ
ー
の
コ
ー
ス
と
な
る
通
り
に
は
、
約

５
０
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
新
た
に

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
る
な

ど
、
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

若
い
市
長
が
聖
火
を
か
か
げ
て

走
る
姿
は
、
感
動
的
な
一
場
面
だ
っ
た

　

さ
て
、
聖
火
リ
レ
ー
の
走
者
は
5

月
19
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い
よ
い
よ
来
年
に
迫
っ
た

東
京
２
０
２
０
大
会
で
す
が
、

昭
和
39
（
1

９
６
４
）
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、

聖
火
リ
レ
ー
が
武
蔵
野
市
を
走
っ
た
の
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式

前
の
あ
の
日
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

聖
火
、武
蔵
野
を
走
る

—
市
が
五
輪
一
色
に
な
っ
た
あ
の
日
—

武

蔵

野
に
ま
つ
わ

る

歴

史

を

楽
し

み
な

が

ら

学
ぶ

三鷹で聖火を引き継いだ正走者・村山憲一さん

降りしきる雨の中、聖火は消えずに無事市役所へ届けられた

聖
火
台
に
点
火
す
る
後
藤
喜
八
郎
市
長

聖火リレーのコースとなった中央大通りには

花壇が作られた
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日
の
会
議
で
人
選
が
終
わ
り
、
市
内
在
住

の
16

歳
か
ら
20

歳
ま
で
の
走
者
69

人
が
、

4
.

5

キ
ロ
の
距
離
を
３
区
間
（
第
１
区
間

〈
10

／
8

む
ら
さ
き
橋
〜
市
役
所
〉、
第
２

区
間
〈
10

／
9

市
役
所
〜
第
４
分
団
詰

所
〉、
第
３
区
間
〈
10

／
9

第
４
分
団
詰
所

〜
練
馬
境
〉）に
分
か
れ
て
走
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
東
京
女
子
体
育
大
学
・

短
期
大
学
の
学
長
を
務
め
る
浅
見
美
弥
子

先
生
は
、
９
日
第
２
区
間
の
副
走
者
に
選

ば
れ
た
一
人
。
当
時
16

歳
、
藤
村
女
子
高

等
学
校
の
２
年
生
で
し
た
。

　

「
私
は
4

月
に
転
校
し
て
来
た
ば
か
り
。

そ
の
生
徒
を
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
の
副
走
者

に
推
薦
し
て
く
だ
さ
っ
た
校
長
先
生
（
伊

澤
や
ゑ
子
先
生
）
に
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
陸
上
競
技
部
に
所
属

し
、
走
り
高
跳
び
・
混
成
競
技
を
主
に

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
陸
上
競
技
へ
の
情

熱
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
の
は
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
国
立
競
技
場
で
は
、
世
界

を
舞
台
に
活
躍
す
る
女
子
走
り
高
跳
び
選

手
の
競
技
を
目
の
前
で
見
ま
し
た
。
そ
の

時
の
感
動
と
衝
撃
は
、
今
で
も
思
い
だ
さ

れ
ま
す
」

　

聖
火
を
迎
え
た
10

月
８
日
は
あ
い
に
く

の
雨
。
午
後
６
時
５
分
、
む
ら
さ
き
橋
で

受
け
取
っ
た
聖
火
は
正
走
者
・
村
山
憲
一

さ
ん
（
当
時
17

歳
・
武
蔵
高
校
）
の
手
に

高
々
と
掲
げ
ら
れ
、
市
外
か
ら
も
つ
め
か

け
た
大
勢
の
人
た
ち
が
見
守
る
な
か
市
役

所
へ
と
向
か
い
ま
す
。
ど
し
ゃ
降
り
の
雨

の
中
で
の
到
着
式
。
聖
火
は
ト
ー
チ
か
ら

聖
火
皿
に
点
火
さ
れ
、
さ
ら
に
安
全
灯
に

も
分
火
し
市
長
室
に
安
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
午
後
7

時
か
ら
の
聖
火
祭
。
後

藤
喜
八
郎
市
長
が
聖
火
の
ト
ー
チ
を
掲

げ
、
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
回
り
ま
す
。
後

藤
市
長
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
前
年
の
昭
和
38

（
１
９
６
３
）
年
に
当
選
し
、
４
期
16

年
に

わ
た
り
武
蔵
野
市
政
を
担
い
、
吉
祥
寺
駅

周
辺
の
都
市
計
画
の
実
施
、
下
水
道
事
業

の
推
進
、
市
民
参
加
の
市
政
な
ど
、
現
在

の
武
蔵
野
市
の
礎
を
築
く
仕
事
を
さ
れ
た

市
長
で
す
。

　

「
後
藤
市
長
は
ま
だ
43

歳
と
若
く
、
聖

火
の
走
者
と
同
じ
五
輪
の
マ
ー
ク
の
入
っ

た
ラ
ン
ニ
ン
グ
シ
ャ
ツ
に
白
い
短
パ
ン
姿

で
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
一
周
し
、
聖
火
台
に
点

火
し
ま
し
た
。
観
客
席
は
市
民
で
埋
め
つ

く
さ
れ
、
感
動
的
で
し
た
ね
。
市
長
は
普

段
か
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
登
庁
す
る
よ
う
な

方
で
、
走
る
姿
も
堂
に
入
っ
て
い
ま
し

た
」（
塩
原
さ
ん
）

　

こ
の
夜
予
定
さ
れ
て
い
た
藤
村
女
子
高

等
学
校
の
生
徒
に
よ
る
模
範
演
技
、
五
輪

音
頭
な
ど
の
民
謡
舞
踊
は
、
雨
の
た
め
会

場
を
第
一
中
学
校
の
体
育
館
に
移
し
、
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

聖
火
を
迎
え
る
こ
と
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て
い
る

　

数
人
の
職
員
が″
寝
ず
の
番
〞で
聖
火
を

見
守
り
、
迎
え
た
９
日
。
前
日
の
雨
に
ぬ

れ
た
沿
道
は
相
変
わ
ら
ず
の
人
の
波
で
、

人
々
の
声
援
を
受
け
て
正
走
者
・
太
田
邦

雄
さ
ん
（
当
時
17

歳
・
成
蹊
高
校
）が
走
っ

て
い
き
ま
す
。

　

「
狭
い
歩
道
の
両
側
に
は
、
手
旗
を

振
っ
て
応
援
し
て
く
だ
さ
る
人
で
埋
ま
っ

て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。『
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
！
』
と
い
う
励
ま
し
の
言
葉
が

飛
び
交
い
、
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
と

一
緒
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
た
こ
と
が
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
」（
浅
見
先
生
）

　

午
前
11

時
10

分
、
第
３
区
間
の
正
走

者
・
山
崎
義
雄
さ
ん
（
当
時
19

歳
・
海
上

電
機
）
に
よ
っ
て
練
馬
区
に
無
事
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
10

日
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
。

最
終
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
が
国
立
競
技
場
の

聖
火
台
に
点
火
し
た
様
子
を
、
武
蔵
野
市

民
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
見
守
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
き
っ
と
「
私
た
ち
が
守
り
、
送
り

出
し
た
聖
火
」
と
い
う
思
い
が
、
誰
の
胸

に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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